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A 48
赤ジソおよひヽ責ジソカヽらのシアン発生について
熊本大放育　有富正和

食　物　25

　　C1的〕赤ジソからprunasinと文献未記載の青酸配糖体を単離し，後葉を（則-2一回-

sophorosyloxyphenylacetonitrile li決定した筝は既に嘩艮告した(Phytochemistry, 2!, 2438（1985）〉・

一般に植物はその成分に対応する酵素を含有する亭が多く，L 7こがって赤ジソを梅干し等

の着色に用いる際に行なわれるアク抜きの操作中シアンが発生ずる事が予想される.　しヵヽ

も，この際使用される赤ジソの量がtt較的多い争は衛生上危惧の念と抱ヵヽｔる. 今回赤ジ

ソの凍結乾練物乞試料として，アワ抜きの操作中に発生するて゛あろうシアン量を知るたり

の予備夫験と行った．また，植物掌上極めて迩い関係にある青ジソ（家蔵飢ヽ.33，　3ﾀ3

(/?sz）) nヽらも,同じ処理によってシアンが発生tる亭を疎めT--.

　　Ｃ結果〕　25°C で処理した場合，PH 5.5, 20 hr で最高のシアン発生量(13-32 mg/100 g）を

見ｱこ．青ジソ刀，らのシアン発生量11 0.5-2 mg/100 gであっrこ．濃厚な食塩水(10%, 20%)11シア

ンの発生ｌ抑制する(10% NaCl, 5-6 mg/100 g; 20% NaCl，2 mg/100 g) 外，他の成分の分解も著

しく阻害しTこ．

　　［結梅］結果i 総合すると，貯蔵期間中におけるif素の失活およμヽ･植物体甲における

酵素活性の季節的変動が’考X. られn．肴色に便用tる赤ジソロシアンの発生に最も適当な

條件にあり，少くとも32 mg/100 g（生葉に換算すると32 mg/500 g）のシアンを発生すると

考えごる乞得ない. いヽし，ア7 抜きの時間が短卜亭およひ･食塩を刀口える亭と考虎,に入れ

ると，実際のシアン発生量はも-> と少いで｀あろう．特に食塩の便用は最小限の木で｀アフ抜

? を行う外，色素の分解やシアンの発生包V5く" Tこめにも有効である手が｀証明v^ れた．

５月４日（日）第２会場　午後1:00～2 :00

A 49 ド/吻アミノ成介の傾変反たにおよirす金属>lオソの効果
作an大　　ふ･嶋膏郎

　S的　植変及だu t fc 7 々ノ基と幻レギこル基の及たにぶ・t おこ5 . 発酵食品り代表

的a 々｀/'^ f 自質の分解I- * ^て生じ7-雅1り？ミノ成分（フミ^ il，ぺ-f今ド)を含んでヽ

Hため糖の存をマjS-桟の絹支反応がiリ3 i 4 えい日。今回，包象製ミヽ/々のフミノA-

奪I ゲルう通r勿画し名a こフヽ' -f金属イオソI 冷*いt塙合のりレコ- 人との褐変反

応I tt較I- 友。

　わ玄，ミ｀/抽It 噂し客肩々れる麺ぢょび楕曳物1? を‰ex txl で除i、酢酸湾出痕を酢

破エ^･ 'レf゛浪' て5t縮>■ た･ －絢淑S SepK.o.de'x <k- 25 C 力亨ヽ2,0 X μ1-0C7n.）に吽仙L |o 叫エ

1 > －ルで遠出してニン･=ドリy 5. たr゛ざ’- りI も1: めた。を画I. 友■? ミノ成奪はo､吟M

T' ') シv凛液のニンt ド'; ン発色^餐度･こ相当t l凛度i't周雙した悛.O､O午M 7" )レコー入，

0. 00 5 M Fe゛゛㈲゛存在下|リHi､o , ieo°c, 20時間S.応いT f4ヽ>り0 九rnr゛褐支度i'S･l走した。

ゴッドa - ルI-比軟しt 反応の藁しヽヽ&分I:フヽヽ-t iJ塩酸如戴分解吸，アミ)酸組成｀ｌ調

べた。

　籾果　々リ抽it 7 ミノ成｀介はゲルろit ic よ')高分子-iWl からFr. ｜ ～5 のA｀分k 分&rきた。

褐吏反庇の鵜果ヽ高肴子ペプキド画命Fv. 1 で;ゴッドa －)V こ比べPe”,M|”<n y本ヵaIt ぷ')

褐隻IS 柳牛に心｡re。そ>i^ *■-&. I X 化孝子ペブ手ド画膏Fv;午におヽ･ X ･3 Fb”,M^ の沸力□゛鴬

いヽ褐変促迪如農が>f いIL fc .Ft. ２ t Py,十のペフり^｀成分の構ぬ゛アミ) 酸をit較t 5 I: .

Ft.1 1］Qi“.riｸく。　吹ヽ> でAsp，Pro，GrCy, Voλであ') . 氏今it Pro, GU が極めてﾀｯφ｀■> だ。


